
 六月を迎えて、大型の台風が、今年初めて日本を通過するという予報が出ました。少しずつ雨の日が増えて、

今月中頃には梅雨入りし、日々蒸し暑くなっていくと、猛暑の夏へと季節が移り変わって行くのを感じます。 

ご来院の皆様におかれましては、これから熱中症にご注意頂きまして、待合室や診療室で気分がすぐれない

時には、汗で失った塩分（ナトリウム、カリウム）補給用のタブレットや飲料水を用意しておりますので、院

長、スタッフまでご遠慮なくお声かけください。（昨年の空梅雨と違い、今年は雨量が多い予報だそうです） 

コロナ禍の感染症対策を契機に、世の中のデジタル化の技術が急速に進み、歯科の診療においても、ここ数

年でデジタル技術を利用した製品が生産されて普及が進んでいます。特に、『口腔内スキャナー』（以下、IOS）

という、小型カメラでお口の中を撮影して、歯や歯ぐきの状態を 3D データとして計測・記録できる機器は、

今では多くの会社から製造、販売されて、精度や再現性、操作性などの技術が確立された結果、保険診療にお

ける「歯の型取り」で、限定的に IOS の使用が認可されました。今月の保険改定からは、IOS をさらに積極

的に運用出来る（適用範囲が増えた）内容となり、当院では、７月頃からこの IOS を診療で運用出来るよう

に、先月末に購入して、今月から練習等の準備を始めていますので、もうしばらくお待ちください。 

IOS の導入により、従来の「歯の型取り」で使用していた印象材（粘土状の材料）を使わずに、短時間で楽

にお口の歯型を正確に記録することができ、型取りのやり直しの場合も、データを確認しながら、即日に短時

間で出来る利点があります。また、石膏で模型を製作する手間や、使用後の材料を廃棄する手間もなくなりま

すので、効率の良いスタッフの仕事の適正化が図れる効果も期待されます。IOS で撮影した画像から、お口の

中の状態を３D 画像にして、PC のモニターで一緒にご確認頂きながら説明して、その３D 画像を患者様の携

帯電話やメールへ送ることも出来ます。歯並びの状態、むし歯の有無、歯石や歯垢の汚れ、着色なども、カラ

ーの３D 画像で表示出来て、お口の状態をより理解しやすくなりますので、どうかご期待ください。 
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